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【 演　習 】

参加者の感想

◍社会教育の概要、並びにしまねの社会教育について理解する。
◍講義・実践発表・演習を通じて、社会教育の役割や事業を具体的に学び、社会教育を主
体的に推進しようとする意識を高める。

隠岐教育事務所　企画幹 　 稲葉　泰範

西ノ島町教育委員会　教育コーディネーター　　照内　寛和 さん

みんな集まれ！しまねの社会教育キックオフ講座（隠岐会場）

令和８年７月１０日（金） 10:30～16:30

島前集合庁舎 22名

研修プログラム

「社会教育の概要としまねの社会教育」

「自分にできることを社会教育の視点で考えよう！」

■それぞれの視点で意見や考えを聞くことができ、良い時間を過ごすことができた。また
機会があれば参加したい。
■いろいろな立場の方と熟議することができ、大変有意義な時間になった。自分でできる
ことを広げることで、人の輪を広げていきたいと思う。
■現状に対して様々な想いをもって活動されている方が多く、そういう熱い想いに心を動
かされたり、実際にどのようにして進めていくのかが可視化されたりと明日から意識でき
ることが多くあり有難いなと思った。最後のワークでは意見の連鎖が本当に面白く貴重な
時間だった。大人になってこうしてひとつのことに意見し、広げ、持ち帰る機会があるから
こそ、今後も様々な事業や思いが生まれていくのだと思った。
■各町村、抱えている課題は違うところがある。それぞれ解決に向け、社会教育の視点
で取り組んでいることがわかった。今後、キックオフ宣言したことを忘れずに取り組み続け
たい。
■自分の中の社会教育の知識、考え方の広がりを感じることができた。教育委員会に
入って一年目だが、社会教育とは何かをしっかり考えることができた。自分でも子どもたち
に何か交流できるイベントなどを考えてみたいと思う。
■他の島の方がどのように自身の住む島を見つめているのか知ることができ、各島のこ
と(現状など)を知ることができた。また明日からの業務で結びつけていきたい。照内さん
の「３っくすデー」から自身の事業に参考になることも多く、頑張ろうという気持ちが高まっ
た時間になった。

【 講  義 】

【事例発表】
「島を超えて遊んじゃおう！３（み）っくすデー」

【 講 義 】 【実践発表】

【 演 習 】 【 演 習 】


